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上
下
水
道
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
は
。

　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
か

ら
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事

業
と
簡
易
水
道
統
合
整
備
事

業
に
着
手
し
て
い
る
。
未
普

及
改
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
で
事
業
が
完
了

し
、
西
有
家
塔
ノ
坂
、
加
津

佐
未
普
及
地
区
に
お
い
て
通

水
を
開
始
し
た
。
今
後
は
、

連
絡
管
の
整
備
と
北
有
馬
谷

川
地
区
の
老
朽
施
設
の
改
良

工
事
、
及
び
西
有
家
、
口
之

津
地
区
の
遠
方
監
視
装
置
の

整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
下

水
道
事
業
の
口
之
津
処
理
区

の
整
備
率
は
91
・
4
％
、
南

有
馬
処
理
区
の
整
備
率
は
、

97
・
2
％
で
あ
る
。　
　
　

　

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
口
之
津
処
理
区
は
、
平

成
30
年
度
に
事
業
を
完
了
す

る
予
定
で
、
南
有
馬
処
理
区

は
、
県
の
地
滑
り
工
事
が
完

成
し
た
後
、
平
成
29
年
度
に

施
行
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

合
併
浄
化
槽
の

設
置
状
況
は
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
が
１
３

７
基
、
平
成
27
年
3
月
末
現

在
で
４
，０
２
０
基
設
置
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　

加
津
佐
の
津
波

見
地
区
は
水
道
の
未
普
及
地

域
が
解
消
さ
れ
た
の
に
、
ど

う
し
て
合
併
浄
化
槽
が
設
置

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

未
普
及
地
域
は

解
消
し
た
も
の
の
、
本
管
で

あ
る
連
絡
管
が
ま
だ
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。

　

加
津
佐
の
方
に
３
０
０
ト

ン
タ
ン
ク
を
作
っ
て
い
る
が
、

2
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
で

ま
だ
稼
働
を
し
て
い
な
い
。

28
年
度
に
そ
の
タ
ン
ク
を
稼

働
さ
せ
る
た
め
連
絡
管
を
つ

な
げ
ば
、
津
波
見
地
区
は
合

併
浄
化
槽
を
設
置
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
閉
校
し
た
小
学

校
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
利
活

用
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　

塔
ノ
坂
分
校
、

山
口
小
学
校
、
津
波
見
小
学

校
の
跡
地
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
入
り
、
住
民
の
方

と
協
力
し
な
が
ら
、
利
活
用

計
画
や
地
域
振
興
策
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

　

木
場
分
校
跡
地
は
通
級
型

心
の
教
室
「
つ
ば
さ
」
と
し

て
教
育
委
員
会
で
活
用
。
古

園
小
学
校
跡
地
は
、
地
元
の

福
祉
施
設
が
活
用
す
る
。

水道課長／本管である連
絡管がつながっていない
ためである

　
津波見地区はなぜ
合併浄化槽の設置
ができないのか　

　　

津波見地区はなぜ
合併浄化槽の設置
ができないのか　

　　

小
嶋
議
員

小
嶋
議
員

小嶋光明議員

水
道
部
長

小
嶋
議
員

教
育
次
長

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

松
本
市
長
は
雑

種
地
の
ま
ま
で
も
建
設
は
可

能
と
答
弁
。

　
民
営
化
し
た
西
有
家
保
育

所
の
敷
地
は
現
在
市
役
所
と

民
間
で
賃
貸
契
約
、
宅
地
で

は
な
く
て
農
地
と
思
う
が
同

じ
考
え
か
に
つ
い
て
は
「
把

握
し
て
い
な
い
」
と
答
弁
。

　
次
回
再
度
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
担
当
は
「
28
年

度
か
ら
自
治
会
と
認
め
る
方

向
で
話
し
合
っ
た
」
と
説
明

報
酬
や
補
助
金
に
つ
い
て
は

①
堂
山
自
治
会
の
世
帯
数
21

　
件
、
組
合
の
戸
数
16
戸
。

②
堂
山
団
地
自
治
会
は
ど
ち

　
ら
も
28
件
と
28
戸
。

③
自
治
会
活
動
補
助
金

　
の
支
給
額
に
つ
い
て

　
は
、「
納
税
率
と
の
絡

　
み
が
あ
る
の
で
公
表

　
し
な
い
」と
説
明
。

　
自
治
会
活
動
補
助
金

は
自
治
会
の
活
動
計
画

に
基
づ
い
て
自
治
会
長

が
申
請
、
担
当
は
要
求

額
に
対
し
て
額
を
確
定

し
て
支
給
す
る
が
、
残

っ
た
分
は
返
す
こ
と
に

な
る
。

　
補
助
金
は
公
表
で
き

る
と
確
信
し
て
い
る
の

で
議
論
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
お
っ

し
ゃ
る
通
り
、
精
算
で

返
し
て
も
ら
う
場
合
も

あ
る
。
自
治
会
活
動
補

助
金
に
つ
い
て
は
昨
年

度
の
納
税
率
に
応
じ
て

支
給
す
る
の
で
実
際
は

返
し
て
も
ら
う
こ
と
は

な
い
。

　
　
　
　
　
自
治
会
長

が
報
告
す
る
世
帯
数
に

つ
い
て
行
政
の
チ
ェ
ッ

ク
は
。

　
　
　
　
　
　
住
民
基
本
台

帳
等
で
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
台
帳
と
の
確
認

は
無
意
味
。
自
治
会
の
会
員

名
簿
で
確
認
を
。

総務部長／ほとんどの職
　　　　　員が出勤して
　　　　　いた

大雪の当日（１月
２５日㈪）職員の
出勤状態は 　

大雪の当日（１月
２５日㈪）職員の
出勤状態は　 　
　　　　

髙
木
議
員

松
本
市
長

髙
木
議
員

髙木和惠議員

企
画
振
興
部
長

髙
木
議
員

水
道
部
長

小
嶋
議
員

水　道　タ　ン　ク

消
防
庁
舎
の
敷
地（
雑

種
地
）に
つ
い
て

堂
山
団
地
自
治
会
と

の
協
議
に
つ
い
て

企
画
振
興
部
長

　　　

9世帯以下
10～19世帯
20～29世帯
30～39世帯
40～49世帯
50～69世帯
70～89世帯
90～119世帯
120～149世帯
150～179世帯
180世帯以上

23,000 円
32,000 円
42,000 円
50,000 円
60,000 円
70,000 円
90,000 円
110,000 円
140,000 円
170,000 円
200,000 円

9戸以下
10～19戸
20～29戸
30～39戸
40～49戸
50～69戸
70～89戸
90～119戸
120～149戸
150～179戸
180戸以上

23,000 円
32,000 円
42,000 円
50,000 円
60,000 円
70,000 円
90,000 円
110,000 円
140,000 円
170,000 円
200,000 円

納税率１００％
納税率９５％～１００％未満
納税率９０％～９５％未満
納税率０％～９０％未満
納税組合のない自治会は、平等割額のみとなり
ます。
①と②を合わせた額を限度として活動に対する
補助を行います。

自治会世帯数 平等割額 納税組合戸数 基準額 成　　績　　割　　額

①平等割額 ②成績割額

髙
木
議
員

：基準額の2倍
：基準額の1.6倍
：基準額の1.2倍
：０

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て


